
2020 年度自治体ＳＤＧｓモデル事業提案概要 

自治体ＳＤＧｓモデル事業名：グリーンクリエイティブいなべ 

～グリーンインフラ商業施設「にぎわいの森」から、カジュアルな SDGs推進を世界へ～ 

提案者名：三重県いなべ市 

取組内容の概要：森林放棄地を活用したグリーンインフラ商業施設「にぎわいの森」を拠点、先導例として、地域商社機能やDMO機能といったま 

ちづくりを官民連携で実施。活動を通してカジュアルなまちづくりに共鳴する市民や移住希望者を呼び込み、鈴鹿山脈の山辺まで 

の市内広域観光回遊を実現する。 

グリーンクリエイティブいなべ推進

未活用の地域資源を活用したオリジナル商品や

観光コンテンツの開発、カジュアルなまちづ

くりによる空き家活用の移住や店舗誘致

グリーンクリエイティブいなべ施設整備

グリーンインフラ施設「にぎわいの森」内

に、本事業の物販施設を整備。

市内商工業の活性化

小規模事業者支援事業

新規事業等事前調査事業

グリーンインフラによる商業ゾーンの調査

【課題】地域産業の縮小、地域内経済の空洞化 

経済

環境

社会

【課題】若者の流出。多様性の不確立 

グリーン・ツーリズム推進

過疎化や高齢化が著しい中山間地域や山辺で

の自然体験など住民主体のまちづくり

中山間地農業の支援

生産条件が不利な地域における指導、支援

藤原岳自然科学館による自然教室

将来の移住者獲得へ、関係人口を増加する。

 ICT、UD(ユニバーサルデザイン)フォント活用

あらゆる人が自分の特性を伸ばす

【課題】山林未活用による獣害と景観悪化 

農作物有害鳥獣対策

農地と山林の間の緩衝帯づくりによる獣害の防除

不法投棄防止啓発事業

啓発看板を作成、パトロール巡回

ごみ減量化推進事業

生ごみの堆肥化で土作りをすることで生ごみの減量化を促進

自治体 SDGs 補助金 

「いなべグリーンのフラッグを山辺まで！」 

(三側面をつなぐ統合的取組) 

・鈴鹿山脈で未整備となっている山辺の整備

・山辺にグリーンインフラ商業ゾーン設立

・地域資源活用による自然「遊び」ビジネス化

【経済面の相乗効果】 

商工会・自治会加入増 

地域活性化 

【社会面の相乗効果】 

創行者数の増加 

地産地消の増加 

【社会面の相乗効果】 

獣害の減少 

エネルギーの削減

【環境面の相乗効果】 

空き家解消、移住者増 

自治機能の強化 

【環境面の相乗効果】 

森林資源ビジネス活用 

山辺の産業創出 【経済面の相乗効果】 

荒れた森林の整備 

土砂災害防止、強靭化 


